









大 会 発 表 要 旨2004.11.21 『デザイン理論』46/2005
WIEN工 房100周年 記念 展 に参 加 して(2003/12)
鈴木佳子/京都女子大学
ウ ィー ン工 房はウィー ンナー ・セセ ッショ
ンが1897年スター トしたの に対 して,そ の同
じ考え の基 に物作 り集団 と して,1903年に建
築家J・ ホフマ ン,工 芸家K・ モーザ ー,出
資者F・ ヴェ レン ドルファー と共 にWWと し
て誕生 した。 それ以前のイギ リスのアーツ ・
アン ド・クラフツ運動や,フ ランスのアール ・
ヌーボー,イ タ リアの リバテ ィ ・スタイル,
ドイ ツのユー ゲン ト・ステ ィールなど新 しい
芸術を 目指す大 きな流れに連動 して,そ れ は
生 まれた。
その丁 度100年に当たる2003年ウ ィー ンの
各 所でウ ィー ン工 房ゆか りの展示 と現代への
流 れを見 つ め る展覧 会(100JahreWiener
Werkstatte100thaniversary)が催 され た。
まず ウ ィー ン工房 の製品を作 った ことのあ
り,現 在 も新 しい製 品を作 り続けてい るメー













ギ ャラ リー ・Kovacek&zetterなど至 る所
でウィー ン工房 の緑色の ポス ターや旗 が掲示
されて いた。一番最後 は,オ ース トリア装飾
美 術館(MAK)で,"DERPREISDER
SHONHEIT"2003年12月10日～2004年3月
7日 まで展示があ った。会場 の構成 はWWに
因んで(二 重Wの 平面)で 変わ ってはいたが,
少 し観 に くか った。
19世紀末の展示から,1903年～1932年ウィー
ン工房 の終演 までを時間軸で並べてあ って,
時代の流れ は掴みやすか った。 この会場 のモ
ノはウ ィー ン工房の制作番号が付け られてい
る ものでMAKが 多 く所蔵 している作品であ
る。
他 の会場で メーカーが展示 している ものは
ウ ィー ン工房の作品 とメーカーの作 品が 同時
に展示 されていて(例 えばロブマイヤー では,
ホフマ ンの作品 ・ホ フマ ンの企画 した もの ・
他 のデザ イナーの もの ・現在 の ものとゆう風
にウィー ン工房だけでな く現代 に繋が って い
ることを強調 してい る。
MAKの 会場 では写真 の撮影 は出来なか っ
たが,出 来 た ところ もあったの でそれ らを提







バ ックハ ウゼ ンでの展示
J.ホフ マ ン K,モザ ー
D.ペ ツへ
Fリ ッ ク ス.ウ エ ノ
ioカ所 での展示 カタログ
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